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テ
レ
ビ
電
話
を
使
っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の

遠
隔
医
療
サ
ー
ビ
ス

岩
手
県
遠
野
市

情
報
通
信

クラウドやＳＮＳ復興に一役
総
務
省
の
取
り
組
み

Ｃ
Ｒ
Ｍ
で
活
動
下
支
え

自
治
体
シ
ス
テ
ム
災
害
に
強
く

遠
隔
医
療
実
証
進
め
る

救
援
情
報
を
管
理
・
共
有

国民共通番号を検討

ＴＶ電話で被災者サポート

つ
く
ろ
う
日
本
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

　
東
日
本
大
震
災
で
は
電
力
、
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
崩
壊
と
と
も

に
、
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

基
盤
も
大
打
撃
を
受
け
た
。
携
帯
電
話
の
基
地
局
や

通
信
設
備
を
収
容
す
る
局
舎
な
ど
が
地
震
や
津
波
で
倒
壊
。
被
災
地
で
の
情
報
収
集
に

大
き
な
制
約
を
与
え
た
。
計
画
停
電
や
原
子
力
発
電
所
事
故
の
行
方
な
ど
、
そ
の
余
波

は
今
も
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
進
行
し
て
い
る
が
、
復
興
へ
の
取
り
組
み
も
本
格
化
。

Ｉ
Ｔ
化
が
遅
れ
て
い
る
医
療
や
行
政
、
教
育
の
再
構
築
な
ど
が
俎
上
に
載
る
中
で
、

じ
ょ
う

そ

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
や
自
前
設
備
が
不
要
の
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
も
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

避
難
者
の
所
在
Ｄ
Ｂ
化
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地
域
医
療
を
ど
う
立
て
直

す
か
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
レ
セ
プ

ト

診
療
報
酬
明
細
書

の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
電
子
カ
ル

テ
な
ど
が
全
国
レ
ベ
ル
で
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
や

費
用
負
担
な
ど
の
課
題
も
多

く
、
一
気
呵
成
に
は
進
ま
な

い
。

　
復
興
支
援
を
含
め
た
地
域

レ
ベ
ル
で
は
遠
隔
医
療
へ
の

取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
２
０
０
９

年
か
ら
岩
手
県
遠
野
市
や
宮

城
県
栗
原
市
な
ど
で
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
回
線
の
「
フ
レ
ッ

ツ
光
」
と
Ｔ
Ｖ
電
話
端
末

「
フ
レ
ッ
ツ
フ
ォ
ン
」
を
使

っ
た
遠
隔
医
療
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
遠
隔
地
域
の
住
民

へ
の
適
切
な
健
康
ア
ド
バ
イ

ス
や
医
師
不
足
の
カ
バ
ー
、

住
民
の
健
康
情
報
を
効
率
よ

く
管
理
す
る
た
め
、
自
治
体

や
大
学
と
連
携
し
実
証
実
験

を
行
っ
て
い
る
。

　
遠
野
市
で
は
最
寄
り
の
公

民
館
と
遠
隔
の
医
療
機
関
を

フ
レ
ッ
ツ
フ
ォ
ン
で
接
続
。

住
民
は
歩
数
計
や
血
圧
計
な

ど
の
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
ー
を

フ
レ
ッ
ツ
フ
ォ
ン
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ

接
続
す
る
だ
け
で
、
運
動
記

録
や
健
康
状
態
を
登
録
で
き

る
。
医
師
は
画
面
で
確
認
し

な
が
ら
テ
レ
ビ
電
話
で
遠
隔

診
断
や
健
康
指
導
を
実
施
し

て
い
る
。

　

年
４
月
に
は
栗
原
市
で

も
同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

遠
隔
健
康
相
談
サ
ー
ビ
ス
の

実
証
実
験
を
始
め
た
。
同
市

は

年
の
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
お
り
、
住
民
の
健
康
相
談

に
加
え
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
も

追
加
し
た
。
被
災
者
の
た
め

に
被
災
地
域
や
仮
設
住
宅
の

集
会
場
な
ど
に
フ
レ
ッ
ツ
フ

ォ
ン
を
設
置
し
、
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
被
災
住
民

へ
の
遠
隔
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
東
北

地
方
の
被
災
地
で
も
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
ヘ
ル
ケ

ア
や
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を

５
月
か
ら
展
開
。
首
都
圏
の

医
師
や
保
健
師
で
構
成
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
Ｃ
３
Ｎ
Ｐ
」

が
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
運
用
、

人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が

時
間

体
制
で
被
災
者

の
健
康
を
無
償

で
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
と
し

た
。
「
ま
ず
は

遠
野
市
と
栗
原

市
の
避
難
所
で

サ
ー
ビ
ス
を
始

め
、
今
後
も
導

入
を
望
む
自
治

体
の
要
請
に
応

じ
た
い
」

Ｃ

３
Ｎ
Ｐ
事
務

局

と
い
う
。

シ
ス
テ
ム
あ
り

き
で
は
な
く
、

現
場
の
知
恵
を

生
か
す
こ
と
が

重
要
だ
。

　
安
心
・
安
全

へ
の
取
り
組
み

は
被
災
地
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。

―

年
代
の
高
度
成
長
期
に
建
設

さ
れ
た
橋
や
高
速
道
路
な
ど

は
老
朽
化
が
進
み
、
大
量
更

新
期
を
迎
え
て
い
る
の
が
日

本
の
現
状
。
機
能
劣
化
し
た

イ
ン
フ
ラ
に
セ
ン
サ
ー
な
ど

を
組
み
込
め
ば
、
ひ
び
割
れ

な
ど
の
異
常
を
い
ち
早
く
検

知
で
き
る
。
社
会
基
盤
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
根
付
か
せ
る
こ
と
が

防
災
を
含
め
、
安
心
・
安
全

を
守
る
上
で
重
要
に
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
延
長
線
上
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

で
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

ー
」
の
世
界
が
広
が
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
携
帯

電
話
で
最
大
１
万
４
８
０
０

基
地
局
が
不
通
、
固
定
系
で

は
最
大
１
０
０
万
回
線
が
利

用
で
き
な
く
な
り
、
自
然
災

害
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
総
務
省
は
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
の
通
信
イ
ン

フ
ラ
を
確
保
す
る
た
め
、
設

備
の
防
災
基
準
を
定
め
た
省

令
の
改
正
に
乗
り
出
す
こ
と

を
決
め
、
有
識
者
や
情
報
通

信
関
連
事
業
者
で
構
成
す
る

検
討
会
を
４
月
に
設
置
し

た
。

　
震
災
で
は
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
電
話
利
用
が
集
中
し
、

通
常
の
送
受
信
が
困
難
に
な

る
輻
輳
が
発
生
し
た
り
、

ふ
く
そ
う

通
信
断
絶
が
生
じ
た
り
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
被
災
し

た
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
を

早
期
に
進
め
る
た
め
の
方

法
、
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ

構
築
の
た
め
の
技
術
開
発
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
音
声
通
話
や
携
帯
電

話
メ
ー
ル
が
軒
並
み
機
能
不

全
と
な
る
中
、
震
災
発
生
直

後
も
利
用
で
き
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
災
害
時
伝
言

サ
ー
ビ
ス
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス

Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
な

ど
も
議
題
に
上
が
っ
て
い

る
。
同
会
議
は
２
人
の
有
識

者
と
放
送
・
情
報
通
信
事
業

者

人
で
構
成
。
事
業
者
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
、
グ
ー
グ
ル
な
ど
の
技
術

・
研
究
開
発
系
の
役
員
が
参

加
し
て
い
る
。

　
被
災
者
の
生
活
再
建
を
Ｉ

Ｔ
で
支
援
し
よ
う
と
い
う
動

き
も
出
て
い
る
。
津
波
に
よ

る
家
屋
の
流
失
や
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
な
ど

で
、
多
く
の
被
災
者
が
全
国

に
避
難
。
被
災
者
を
受
け
入

れ
た
市
町
村
の
数
は
１
７
４

０
に
上
る
。

　
そ
こ
で
総
務
省
は
都
道
府

県
の
協
力
を
得
て
、
避
難
者

の
基
本
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

Ｄ
Ｂ

化
す
る
「
全
国

避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を

立
ち
上
げ
た
。

　
避
難
先
情
報
や
被
災
者
の

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

住
所
な
ど
を
全
国
共
通
の
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
Ｄ

Ｂ
化
。
都
道
府
県
・
市
町
村

の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
避
難
者
の
所
在
地
情

報
を
集
約
す
る
。
避
難
元
の

自
治
体
か
ら
発
信
さ
れ
る
税

や
保
険
料
の
減
免
、
仮
設
住

宅
、
見
舞
金
の
情
報
を
避
難

者
に
提
供
。
行
政
情
報
を
的

確
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
生

活
再
建
に
役
立
て
て
も
ら
う

狙
い
だ
。

　
災
害
で
は
失
わ
れ
た
自
治

体
の
機
能
を
い
か
に
回
復
す

る
か
も
喫
緊
の
課
題
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
に
よ
る
行
政
の
電
子

化
と
併
せ
て
、
災
害
に
強
い

自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
注
目
は
政
府
が
４
月
に
ま

と
め
た
「
社
会
保
障
・
税
番

号
要
綱
案
」
。
今
後
起
こ
り

得
る
災
害
に
ど
う
備
え
る
べ

き
か
と
い
う
視
点
に
立
っ

て
、
国
民
共
通
番
号
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
６
月
に
公
表

す
る
予
定
の
「
大
網
」
に
盛

り
込
む
考
え
を
示
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
こ
れ

ま
で
想
定
で
き
な
か
っ
た
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

宮
城
県
の
南
三
陸
町
や
女
川

町
な
ど
４
市
町
で
は
市
舎
が

被
災
し
て
、
戸
籍
の
正
本
が

流
さ
れ
た
。
地
方
法
務
局
で

保
管
し
て
い
た
戸
籍
副
本
を

ベ
ー
ス
に
復
元
で
き
た
も
の

の
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
制

度
上
の
壁
も
あ
っ
て
復
元
す

る
ま
で
に
一
苦
労
あ
り
、
波

紋
を
呼
ん
だ
。

　
被
災
者
を
支

援
す
る
に
は
本

人
確
認
や
身
分

の
証
明
が
必

要
。
確
認
で
き

な
け
れ
ば
被
災

証
明
書
の
登
録

が
困
難
と
な

り
、
仮
設
住
宅

へ
の
手
続
き
な

ど
も
で
き
な

い
。
ま
た
避
難

が
長
期
化
し
た

場
合
、
全
国
へ

避
難
し
た
住
民

の
行
き
先
が
分

か
ら
な
く
な
る

恐
れ
も
あ
る

が
、
共
通
番
号

を
ベ
ー
ス
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
管
理
で
き

れ
ば
、
住
民
の
追
跡
調
査
や

デ
ー
タ
の
復
元
も
や
り
や
す

い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
共
通
番
号
で

す
べ
て
が
解
決
す
る
話
で
は

な
い
が
、
被
災
者
の
支
援
で

は
県
を
ま
た
が
っ
た
広
域
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ

り
、
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

は
共
通
番
号
が
有
効
と
な

る
。
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

住
基
ネ
ッ
ト

の
よ
う
に
基
本
と
な
る
住
民

情
報
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し

て
、
常
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
す
べ
き

だ
」

Ｉ
Ｔ
業
界

と
の
指

摘
も
あ
る
。

　
共
通
番
号
を
巡
る
議
論
は

奥
深
く
、
災
害
対
策
の
み
で

語
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
シ
ス
テ
ム
と
制
度
の
両

面
か
ら
の
す
り
合
わ
せ
が
必

須
。
何
よ
り
も
今
回
の
震
災

で
の
教
訓
を
生
か
す
こ
と
が

重
要
だ
。

　
災
害
か
ら
の
復
旧
支
援
で

は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
無

償
提
供
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
者

が
相
次
い
だ
。
シ
ス
テ
ム
の

迅
速
な
立
ち
上
げ
や
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｃ

で
安
全

に
管
理
で
き
る
な
ど
、
ク
ラ

ウ
ド
の
利
点
が
復
旧
支
援
の

要
請
に
合
致
。
無
償
サ
ー
ビ

ス
の
み
な
ら
ず
、
既
存
シ
ス

テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
検
討

す
る
動
き
も
急
増
し
て
お

り
、
３
・

の
大
震
災
を
契

機
に
情
報
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
が
大
き
く
変
わ
る
見
通
し

だ
。

　
一
方
、
避
難
所
で
は
住
民

情
報
の
確
認
や
食
料
・
衣
服

を
は
じ
め
と
す
る
救
援
情
報

を
管
理
・
共
有
す
る
仕
組
み

と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

や
顧
客
管
理
情
報

Ｃ
Ｒ

Ｍ

の
活
用
も
相
次
ぎ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
非
営
利

団
体

Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
活
動
を

下
支
え
し
て
い
る
。

　
富
士
通
は
「
せ
ん
だ
い
・

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
と
協
力
し
、
「
被
災
者

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
つ
な
い
で
支
え

る
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

つ

な
プ
ロ

」
を
震
災
直
後
に

発
足
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
カ
所
の

避
難
所
を
巡
回
し
、
食
事
や

衛
生
環
境
、
障
が
い
者
の
状

況
な
ど
を
調
査
。
現
地
の
実

態
や
困
っ
た
こ
と
な
ど
を

見
え
る
化
し
て
共
有
す
る

た
め
、
同
社
の
Ｃ
Ｒ
Ｍ
「
シ

ー
ア
ー
ル
メ
イ
ト
」
を
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
無
償

提
供
し
て
い
る
。


